
文
化
祭
１
日
目
の
ス
テ
ー
ジ

部
門
は
川
商
ホ
ー
ル
（
鹿
児
島

市
与
次
郎
）
の
第
１
ホ
ー
ル
で

行
わ
れ
た
。
ホ
ー
ル
は
生
徒
や

保
護
者
等
で
埋
め
尽
く
さ
れ
た
。

ス
テ
ー
ジ
は
書
道
部
に
よ
る

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
「
墨
躍
筆
走
」
（
ぼ
く
や
く

ひ
っ
そ
う
）
か
ら
ス
タ
ー
ト
。

音
楽
に
合
わ
せ
て
３
年
生
10
名

が
力
強
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を

披
露
し
た
。
開

会
行
事
を
経
て
、

３
年
美
術
科
恒

例
の
映
像
作
品

「
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー

ズ
」
が
放
映
さ

れ
た
。
「
テ
ィ
ー

チ
ャ
ー
ズ
カ
ー

ド
」
を
手
に
入

れ
戦
闘
力
を
競

う
先
生
た
ち
の

迫
真
の
演
技
に

会
場
は
笑
い
に

包
ま
れ
た
。
古

閑

眞

依

さ

ん

（
３―

８
）
は
、

「
セ
リ
フ
の
間

を
ど
の
く
ら
い

と
る
と
面
白
く
な
る
か
、
映
画

や
ド
ラ
マ
を
参
考
に
考
え
た
」

と
制
作
の
苦
労
を
振
り
返
っ
た
。

３
年
英
語
コ
ー
ス
に
よ
る

「
タ
イ
ム
ト
ラ
ベ
ル
す
る
な
ら

過
去
よ
り
未
来
？
」
で
は
、
映

像
と
舞
台
を
利
用
し
た
英
語
で

の
デ
ィ
ベ
ー
ト
が
行
わ
れ
、
高

い
英
語
力
に
注
目
が
集
ま
っ
た
。

午
前
の
部
は
、
２
・
３
年
音
楽

科
の
レ
ベ
ル
の
高
い
合
唱
・
合

奏
の
感
動
に
包
ま
れ
な
が
ら
締

め
く
く
ら
れ
た
。

午
後
の
部
は
演
劇
部
に
よ
る

劇
「
眼
鏡
の
か
れ
！
」
か
ら
ス

タ
ー
ト
。
独
特
な
世
界
観
と
先

が
読
め
な
い

展
開
に
目
が

釘
付
け
に
。

音
楽
部
に
よ

る
合
唱
で
は
、

８
月
に
岐
阜

県
で
開
催
さ

れ
る
全
国
総

文
祭
で
合
唱

す
る
「
お
早

う

の

朝

」

（
作
詞
・
谷

川
俊
太
郎
）

を
含
む
３
曲
が
披
露
さ
れ
た
。

ダ
ン
ス
同
好
会
の
個
性
あ
ふ
れ

る
大
胆
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も

圧
巻
だ
っ
た
。
１
日
目
の
フ
ィ

ナ
ー
レ
を
飾
っ
た
の
は
、
吹
奏

楽
部
に
よ
る
「
松
吹
２
０
２
４

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
。
恒
例
の

「
フ
ィ
ン
ガ
ー
５
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
」
「
テ
キ
ー
ラ
」
等
を
演
奏
、

会
場
は
最
高
潮
の
盛
り
上
が
り

を
見
せ
た
。

〔
橋
口
ひ
よ
り
〕

文
化
祭
２
日
目
は
、
松
陽
高

校
で
展
示
・
バ
ザ
ー
が
行
わ
れ

た
。
雨
模
様
に
も
関
わ
ら
ず
多

数
の
一
般
客
が
来
校
し
た
。
美

術
科
の
多
種
多
様
な
作
品
の
展

示
や
販
売
は
特
に
人
気
を
集
め

た
。
ク
ラ
ス
展
示
の
フ
ォ
ト
ス

ポ
ッ
ト
や
迷
路
は
、
一
般
客
が

順
番
待
ち
の
列
を
作
り
人
気
を

集
め
た
。
２
年
美
術
科
の
生
徒

が
、
虎
と
龍
の
絵
を
大
き
な
紙

に
観
客
の
前
で
描
く
「
ラ
イ
ブ

ペ
イ
ン
ト
」
で
は
、
生
徒
の
熱

演
に
歓
声
が
あ
が
っ
て
い
た
。

バ
ザ
ー
は
、
２
・
３
年
生
の

食
品
販
売
等
19
店
が
出
店
。
教

室
を
昭
和
レ
ト
ロ
や
映
画
館
を

イ
メ
ー
ジ
し
て
装
飾
す
る
な
ど

店
の
雰
囲
気
も
工
夫
さ
れ
て
い

て
参
観
者
を
楽
し
ま
せ
た
。

〔
渡
邊
碧
・
大
保
愛
花
〕

本
校
周
辺
が
生
産
地
の
「
松

元
茶
」
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら

お
う
と
、
生
徒
会
役
員
が
発
案

し
て
「
松
元
と
つ
な
が
り
た
い
」

と
題
し
、
地
元
茶
の
振
る
舞
い

と
、
販
売
を
行
っ
た
。
「
色
が

と
て
も
綺
麗
」
「
甘
く
て
美
味

し
い
」
な
ど
賞
賛
の
声
が
上
が

り
、
用
意
し
た
茶
葉
１
０
０
袋

も
完
売
し
た
。

〔
梶
木
詩
桜
〕

７
月
７
日
に

鹿
児
島
県
知
事

選
挙
が
行
わ
れ

た
。
３
年
生
の

中
に
は
、
投
票

に
行
っ
た
人
も

い
る
だ
ろ
う
。

▼
２
０
１
６
年
の
公
職
選
挙

法
の
改
正
に
よ
り
、
選
挙
権

が
与
え
ら
れ
る
年
齢
が
20
歳

か
ら
18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ

た
。
し
か
し
、
若
者
の
投
票

率
の
低
さ
が
問
題
と
な
っ
て

い
る
。
２
０
２
２
年
に
行
わ

れ
た
参
議
院
議
員
選
挙
で
は
、

10
歳
代
の
投
票
率
が
35
・
42

％
で
全
体
の
52
・
02
％
を
下

回
っ
た
。
そ
の
後
の
、
多
く

の
選
挙
で
も
若
者
の
投
票
率

は
低
い
水
準
に
と
ど
ま
っ
て

い
る
。
若
者
の
投
票
率
が
低

い
現
状
は
、
日
本
の
民
主
主

義
に
と
っ
て
大
き
な
問
題
だ
。

民
主
主
義
が
数
の
論
理
で
あ

る
以
上
、
投
票
率
の
高
い
世

代
を
中
心
と
し
た
政
策
が
優

先
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
。

「
シ
ル
バ
ー
民
主
主
義
」
と

表
現
さ
れ
る
こ
の
傾
向
は
、

私
た
ち
若
者
世
代
の
、
生
き

づ
ら
さ
に
つ
な
が
り
か
ね
な

い
。
▼
今
回
の
県
知
事
選
挙

で
は
、
県
選
挙
管
理
委
員
会

の
ユ
ニ
ー
ク
な
啓
発
動
画
が

注
目
さ
れ
た
。
「
誰
で
も
良

く
な
い
県
知
事
選
」
が
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
で
、
ラ
イ
ブ
配

信
中
の
若
い
バ
ー
チ
ャ
ル
知

事
が
登
場
す
る
な
ど
、
私
た

ち
若
者
へ
の
訴
え
で
あ
る
こ

と
を
強
く
感
じ
た
。
私
た
ち

自
身
の
生
活
や
生
き
方
に
か

か
わ
る
投
票
行
動
。
「
誰
で

も
良
く
な
い
」
を
自
覚
し
て
、

来
た
る
選
挙
は
必
ず
投
票
に

臨
み
た
い
。

〔
浦
乃
愛
〕
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寸松庵色紙
すんしょうあんしきし

制作者 新島愛梨(3-1)
『寸松庵色紙』とは

『古今和歌集』の四季
の歌を臨書したもので
あり、継色紙（つぎし
きし）、升色紙（ます
しきし）と合わせて三
色紙と言われる名作。

制作者により墨の濃
淡と潤渇に工夫がされ
ている。本館１階購買
部近くに展示中。
〔永留成望・大園柾樹

・竹原凌聖〕

祝創刊号
1面…「松陽スピリット」の

創刊に寄せて（校長）

第41回文化祭特集

松元茶のPR企画

2面…卒業生プロ漫画家に

生徒総会

3面…身近に生息

「特定外来生物」

4面…春夏の松陽生の活躍

VOL.2

迫
力
の
舞
台
に

全
校
生
徒
が
心
一
つ
に

※この新聞の題字「松陽スピリット」は，若松璃央さん(3-1)の書です。

今
年
度
、
鹿
児
島
県
Ｎ
Ｉ
Ｅ

（N
ews

pap
e
r
in

E
du
ca
ti

on

・

教
育
に
新
聞
を
）
推
進
協
議
会

の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
も
務
め
る
地

歴
公
民
科
の
池
之
上
先
生
の
下

に
集
っ
た
生
徒
有
志
に
よ
り
松

陽
高
校
新
聞
同
好
会
が
発
足
し

ま
し
た
。
早
速
、
新
入
生
歓
迎

号
を
発
行
し
、
図
や
写
真
、
イ

ラ
ス
ト
と
分
か
り
や
す
い
丁
寧

な
文
章
で
本
校
の
魅
力
を
ハ
ー

ド
、
ソ
フ
ト
の
両
面
か
ら
紹
介

し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

こ
の
度
、
「
松
陽
ス

ピ
リ
ッ
ト
」
創
刊
号

の
発
行
に
よ
り
新
聞

同
好
会
の
新
た
な
る

知
の
旅
が
始
ま
り
ま
し
た
。
心

よ
り
エ
ー
ル
を
送
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

「
松
陽
ス
ピ
リ
ッ
ト
」
が
提

供
す
る
記
事
は
、
記
者
と
な
る

同
好
会
の
皆
さ
ん
が
足
を
運
ん

で
取
材
し
、
確
か
な
根
拠
に
基

づ
い
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
そ
の
前
提
が
あ
る
か

ら
こ
そ
、
常
に
記
事
の
裏
側
に
、

込
め
ら
れ
た
同
好
会
の
皆
さ
ん

の
た
く
さ
ん
の
思
い
も
大
切
に

読
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
生
徒
の
皆
さ
ん
も
単

に
読
者
と
な
る
の
で
は
な
く
、

部
活
動
や
学
校
行
事
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
、
地
域
と
の
連
携

な
ど
の
本
校
の
魅
力
を
家
庭
や

地
域
へ
発
信
す
る
大
切
な
メ
デ
ィ

ア
と
し
て
「
松
陽
ス
ピ
リ
ッ
ト
」

を
大
い
に
活
用
し
て
欲
し
い
と

思
い
ま
す
。

「
松
陽
ス
ピ
リ
ッ
ト
」
が
、

本
校
の
校
訓
で
あ
る
「
向
学
・

高
雅
・
貢
献
」
に
込
め
ら
れ
た
、

知
識
の
追
求
と
想
像
力
、
共
感

の
精
神
を
大
切
に
し
、
私
た
ち

に
情
報
を
と
お
し
て
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
を
提
供
す

る
重
要
な
存
在
と
な
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
松
陽
高
校
の
こ
れ

ま
で
の
41
年
の
伝
統
に
新
た
な

知
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
も
た

ら
し
な
が
ら
共
に
歴
史
を
刻
ん

で
い
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。

〔
寄
稿
〕

「
松
陽
ス
ピ
リ
ッ
ト
」

の
創
刊
に
寄
せ
て

校長

田嶋 吾富

文化の祭典 多様性表現
芸
術
文
化
の
学
び
躍
動

６
月
７
日
（
金
）
・
８
日
（
土
）
の
２
日
間
、
第

41
回
文
化
祭

が
開
催
さ
れ
た
。
今
年
の
テ
ー
マ
は
「
彩
り
～
多
様
性
の
そ
の
先
へ

～
」
だ
。
「
性
別
・
人
種
・
年
齢
・
障
が
い
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、

人
々
の
持
つ
多
種
多
様
な
個
性
」
を
認
め
合
う
こ
と
を
意
識
し
た
今

年
度
の
テ
ー
マ
。
２
日
間
を
通
し
て
、
生
徒
一
人
一
人
の
多
様
性
が

華
開
い
た
も
の
と
な
っ
た
。
１
日
目
は
、
一
昨
年
か
ら
続
く
川
商
ホ
ー

ル
の
本
格
的
な
舞
台
で
の
ス
テ
ー
ジ
部
門
。
２
日
目
は
学
校
で
バ
ザ
ー
・

展
示
が
行
わ
れ
た
。
い
ず
れ
も
、
多
く
の
保
護
者
や
地
域
住
民
が
参

観
し
、
大
き
な
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
た
。

〔
橋
口
ひ
よ
り
〕

多
彩
な
舞
台
・
展
示
・
バ
ザ
ー
に
参
観
者
多
数

第41回
文化祭

充
実
の
展
示
・
バ
ザ
ー

に
校
内
は
大
に
ぎ
わ
い

書道部のスピード感と技巧が光るパフォー
マンスに会場は引き込まれた。

吹
奏
楽
部
の
「
テ
キ
ー
ラ
」
の
演
奏
に
応
え
、

盛
り
上
が
り
が
最
高
潮
の
会
場
（
川
商
ホ
ー
ル
）

校
門
装
飾

（
美
術
科
）

２日目に販売され30分で完
売となったティーチャーズ
カードを自慢し合う生徒

３
年
美
術
科
の
展
示
・
販
売

「
野
生
の
思
考
」
は
、
ま
さ
に

多
様
性
を
演
出
し
て
い
て
注
目

を
集
め
た
。
（
多
目
的
ホ
ー
ル
）

生
徒
会
役
員
が

地
元
茶
の
Ｐ
Ｒ
販
売

生
徒
は
事
前
に
市
茶
業
振
興

会
の
方
か
ら
冷
茶
の
入
れ
方
を

習
い
準
備
。
水
１
Ｌ
に
茶
葉
15

グ
ラ
ム
を
入
れ
20
分
待
つ
と
美

味
し
い
冷
茶
と
な
る
。


